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は
　
じ
　
め
　
に

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
西
に
位
置
す
る
、
よ
く
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
①

れ
た
鉄
器
時
代
後
期
の
遺
跡
に
、
現
在
は
ヘ
リ
エ
ー
葭
働
σ
q
α
と
呼
ば
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
る
遺
跡
群
が
あ
・
る
。
ヘ
リ
エ
ー
の
遺
跡
群
は
リ
ッ
ル
エ
ー
ン
轡
臨
9
と

い
う
、
か
つ
て
海
峡
の
真
ん
中
に
位
置
し
て
い
た
島
（
最
大
幅
は
東
西
で
約

四
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
で
一
・
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
東
部
に
集

中
し
て
あ
る
。
現
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
も
含
ま
れ
る
メ
ー
ラ
レ
ン
地
方
全

体
に
み
ら
れ
る
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
暁
代
に
も
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
土
地
の
隆

起
の
た
め
に
、
現
在
で
は
り
ッ
ル
エ
ー
ン
島
は
北
側
の
エ
ー
ケ
ル
エ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

団
『
9
α
地
区
と
陸
続
き
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
島
に
お
け
る
豊
富
な
出
土
品

を
伴
う
遺
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
世
紀
後
半
以
降
、
ヘ
リ

エ
ー
は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ナ
の
鉄
器
時
代
後
期
の
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た

遺
跡
群
の
う
ち
、
ユ
ラ
ン
半
島
南
端
に
位
置
す
る
へ
ー
ゼ
ビ
ュ
ー
閏
①
号
げ
《
、

ヘ
リ
エ
ー
の
北
西
数
キ
ロ
の
ビ
ョ
ル
ケ
ー
望
α
蒔
α
島
西
部
に
あ
る
ビ
ル
カ

じd

ﾚ
ζ
と
並
ぶ
注
冒
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
陸
側
の

史
料
と
は
い
え
、
同
時
代
の
年
代
記
等
に
複
数
の
言
及
が
あ
り
、
議
論
の
余

地
の
な
い
ほ
ど
の
遺
構
、
出
土
物
が
得
ら
れ
て
い
る
ビ
ル
カ
、
へ
ー
ゼ
ビ

ュ
ー
と
は
違
っ
て
、
ヘ
リ
エ
ー
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て
は
二
六
年
に
わ
た
る
発

掘
調
査
を
終
え
た
今
も
様
々
な
議
論
が
あ
る
。
よ
り
正
確
に
は
、
時
間
が
た

つ
に
つ
れ
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
資
料
の
よ
り
詳
細
な
検
討
と
研
究
者
の
世

代
交
代
が
進
み
、
そ
の
結
果
、
当
初
は
熱
狂
的
な
興
奮
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ

た
と
醤
っ
て
も
よ
い
ヘ
リ
エ
ー
の
「
発
見
」
を
冷
静
に
見
直
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
一
九
八
○
年
前
後
か
ら
、
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
た
ヘ
リ
エ
ー
解

釈
の
再
検
討
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ヘ
リ
エ
ー
に
関
わ
る

議
論
の
多
く
は
中
世
初
期
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
史
の
再
構
成
に
不
可
欠
な
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根
本
的
な
問
題
を
い
く
つ
か
含
ん
で
お
り
、
そ
の
検
討
は
当
該
時
代
の
検
討

に
あ
た
っ
て
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
ヘ
リ
エ
ー

の
発
掘
調
査
・
研
究
史
を
辿
り
な
が
ら
、
背
景
に
あ
る
問
題
を
明
ら
か
に
し
、

今
後
の
ヘ
リ
エ
ー
研
究
の
方
向
を
展
望
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
　
　
　
　
　
①
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
で
は
紀
元
前
二
〇
〇
年
頃
か
ら
紀
元
五

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
年
頃
ま
で
を
鉄
器
時
代
前
期
、
五
五
〇
年
頃
か
ら
一
〇
五
〇

　
　
　
　
　
　
年
頃
ま
で
を
鉄
器
時
代
後
期
と
い
う
よ
う
に
時
代
区
分
が
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。
さ
ら
に
鉄
器
時
代
前
期
は
ロ
ー
マ
期
と
民
族
移
動
期
に

　
　
　
　
　
　
　
分
け
ら
れ
、
鉄
器
疇
代
後
期
の
前
半
は
代
表
的
遺
跡
の
あ
る
地
名

　
　
　
　
　
　
　
に
ち
な
ん
で
ヴ
ェ
ン
デ
ル
期
、
後
半
は
ヴ
ィ
ー
キ
ン
グ
（
ヴ
ァ
イ

　
　
　
　
　
　
　
キ
ン
グ
）
期
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
　
方

　
　
地
　
②
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
「
小
さ
い
島
」
の
意
。

　
　
ン

　
　
レ
　
③
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
か
ら
現
在
ま
で
で
約
五
メ
ー
ト
ル
隆
起
し

　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。

　
　
　
一

　
　
メ

　
　
エ

　
　
図

　
　
地

　
　
　
　
　
　
現
在
ま
で
確
実
な
記
録
と
と
も
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ヘ
リ

　
　
　
　
　
エ
ー
で
の
最
も
古
い
出
土
品
は
、
一
九
四
六
年
に
ヘ
リ
エ
ー
に

　
　
　
　
　
あ
る
農
場
の
所
有
者
が
見
つ
け
た
2
つ
の
金
で
作
ら
れ
た
ス
パ

　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
イ
ラ
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お

　
　
　
　
　
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
通
常
の
散
発
的
な
出
土
と
見
な

　
　
　
　
　
さ
れ
た
た
め
か
、
立
ち
入
っ
た
調
査
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
四
年
後
の
心
九
五
〇
年
、
農
場
の
所
有
者
が
旗
竿
を
た
て
る
た
め
に
穴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
掘
っ
た
際
に
出
土
し
た
、
コ
プ
ト
様
式
の
青
銅
製
の
杓
（
図
1
）
が
直
接

の
ヘ
リ
エ
！
発
掘
の
引
き
金
と
な
っ
た
。
こ
の
青
銅
の
杓
が
見
つ
か
っ
た
幅

五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
八
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
穴
は
詳
し
く
再
調
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査
さ
れ
た
。
こ
れ
が
ヘ
リ
エ
ー
で
の
最
初
の
考
古
学
的
な
調
査
で
あ
る
。
杓

は
地
表
か
ら
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
掘
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
見
つ
か
っ
て

お
り
、
そ
れ
と
同
じ
層
の
穴
の
側
壁
と
掘
り
返
さ
れ
た
土
に
は
浅
い
銀
製
の

皿
の
断
片
や
ガ
ラ
ス
、
陶
器
の
破
片
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
周
囲
を
さ
ら
に

試
掘
し
た
と
こ
ろ
、
深
さ
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
土
壌
は
炭
で
黒
み

が
か
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
焼
か
れ
た
獣
骨
と
粘
土
の
破
片
が
含
ま
れ
て
い

た
。
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
コ
プ
ト
様
式
の
柄
杓
な
ど
と
い
う
ス
カ
ン
デ

ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
全
体
で
見
て
も
普
通
で
は
な
い
も
の
が
見
つ
か
っ
た
も
の
の
、

図1　発掘の引き金となった青銅製の杓

［
九
五
〇
年
の
発
掘
当
時
、
こ
の
周
辺
は
中
世
初
期
の
居
住
地
の
残
倖
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
。

　
本
格
的
な
発
掘
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
九
五
四
年
の
五
月
で
、
そ
れ
以
来
、

年
三
ヵ
月
の
夏
の
発
掘
シ
ー
ズ
ン
に
、
以
後
長
く
ヘ
リ
エ
ー
研
究
に
携
わ
る

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
芝
自
『
Φ
ぎ
国
一
日
ρ
＜
聾
を
中
心
と

し
て
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
最
初
の
発
掘
の
開
始
直
後
か
ら
先

史
時
代
の
遺
構
・
遺
物
が
多
く
見
つ
か
り
、
遺
跡
群
の
分
布
す
る
範
囲
は
最

初
に
予
想
さ
れ
た
以
上
の
広
さ
を
も
っ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
一
帯
は

　
　
松
、
樺
、
そ
の
他
の
落
葉
樹
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
景
観
か
ら
は
そ

　
　
こ
に
か
な
り
の
規
模
を
有
す
る
遺
跡
群
が
あ
る
と
は
ま
っ
た
く
予
想
で

き
な
い
環
境
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
狭
い
道
が
対
角
線
状
に
通
っ

て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
こ
の
区
域
は
遺
跡
に
重
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
こ
と
が
多
い
近
代
以
降
の
人
間
の
活
動
に
よ
る
破
壊
を
幸
運
な
こ

と
に
ま
っ
た
く
う
け
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
五
四
年
の
発
掘
の
成
果
を

受
け
て
一
九
五
五
年
に
は
五
年
が
か
り
の
発
掘
の
た
め
の
予
算
が
認
め

ら
れ
、
部
分
的
に
国
家
に
よ
る
土
地
所
有
者
か
ら
の
地
所
購
入
も
な
さ

れ
た
。

　
発
掘
前
の
予
想
で
は
建
造
物
跡
が
残
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
柱
穴
、
礎
石
、
炉
床
等
の
、
建
造
物
が
一
定

期
間
、
建
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
次
々
に
出
土
し
、
複
雑
に
折
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り
重
な
っ
た
、
か
な
り
の
長
期
間
（
五
〇
〇
年
間
か
ら
六
〇
〇
年
間
）
に
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
っ
て
使
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
建
造
物
群
、
そ
し
て
試
掘
の
段
階
か
ら
出
て

い
た
陶
器
・
ガ
ラ
ス
片
、
貨
幣
、
武
器
・
装
飾
品
な
ど
の
青
銅
・
鉄
製
品
、

そ
れ
ら
を
こ
こ
で
製
造
し
た
こ
と
を
示
す
大
量
の
鋳
型
の
破
片
、
鉱
津
な
ど

が
見
つ
か
っ
た
。
な
か
で
も
衆
目
の
関
心
を
集
め
た
の
が
青
銅
製
で
高
さ

八
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
、
蓮
の
上
に
座
っ
た
六
世
紀
頃
の
仏
像
（
口
絵

写
真
左
）
と
長
さ
【
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
、
青
い
ガ
ラ
ス
を
は
め
込
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
て
装
飾
を
施
さ
れ
た
青
銅
製
の
、
司
教
杖
（
同
右
）
の
頭
の
部
分
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
は
一
九
六
　
年
に
「
ヘ
リ
エ
i
発
掘
報
告
一
九
五
四
1
｝

　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

九
五
六
年
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
発
掘
の
指
揮
者
か
つ
こ
の
報

告
書
の
編
者
で
あ
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
は
ヘ
リ
エ
ー
の

機
能
、
役
割
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
歴
史
に
お
い
て
ヘ
リ
エ
…
の
占
め

る
位
置
に
つ
い
て
非
常
に
包
括
的
な
説
明
を
与
え
て
見
せ
た
。
そ
し
て
歴
史

的
な
文
脈
の
中
に
ヘ
リ
エ
ー
を
位
置
づ
け
た
、
こ
の
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
説

は
以
後
、
今
日
ま
で
定
説
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
鉄
器
時
代
前
期
の
最
終
段
階
に
あ
た
る
民
族
移
動
期
（
四
〇
〇
年
頃
か
ら
五
五

　
〇
年
頃
）
に
み
ら
れ
る
螺
旋
状
の
リ
ン
グ
。

②
六
世
紀
頃
の
も
の
。
六
～
七
世
紀
に
オ
リ
エ
ン
ト
か
ら
西
ヨ
…
ロ
ッ
パ
へ
大
畳

　
に
運
ば
れ
た
。

③
じ
口
q
ま
ヨ
σ
q
9
。
毛
。
ヘ
リ
エ
ー
で
は
建
造
物
の
遺
構
が
数
カ
所
に
集
ま
っ
て

　
群
を
な
し
て
出
土
す
る
（
地
図
2
）
。
こ
の
時
の
発
掘
で
出
土
し
た
も
の
は
建
造

　
物
品
－
及
び
H
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
で
建
造
物
群
は
八
カ
所
ま
で

　
確
認
さ
れ
て
い
る
。

④
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
持
っ
て
来
ら
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

⑤
霞
。
臣
ρ
募
ρ
ヨ
子
①
ぎ
（
。
e
叩
寧
§
§
翫
§
吻
ミ
寒
奪
」
、
沁
§
、
縣
誉
憶

　
N
駅
職
，
麸
軌
◎
d
署
ω
巴
m
レ
リ
2

⑥
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
現
在
も
刊
行
が
続
い
て
お
り
、
～
九
九
四
年
に
は
第
＝
悪

　
が
出
さ
れ
た
。
一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
ヘ
リ
エ
ー
に
関
わ
る
モ
ノ
グ
ラ

　
フ
に
な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
更
に
三
儒
が
公
刊
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
閏
。
ぎ
ゆ
≦
ω
ρ
≦
津
㊦
一
門
鬼
巴
（
Φ
勢
し
▼
輿
§
q
ミ
§
窮
ミ
ミ
書
下
㌔
沁
§
轟
誉
、

　
N
凛
＼
，
竈
軌
ゆ
C
薯
的
巴
p
一
り
①
聖
堂
9
ヨ
ρ
＜
一
ω
∬
≦
自
重
ぎ
（
a
シ
寒
霜
§
翫
。
湧
ミ

　
寒
喧
ミ
」
沁
§
o
甚
誉
、
裕
亀
、
裕
勲
甲
C
悪
ω
鋤
昼
一
り
刈
ρ
口
9
導
ρ
≦
G
・
ρ
≦
霞
㊦
ぎ

　
（
o
e
曽
寒
黛
g
欺
ミ
窮
ミ
轄
喧
N
閑
」
ぎ
、
評
訪
愚
き
隷
ト
¢
薯
ω
匹
斜
月
⑩
刈
笛
一

　
ぴ
帥
ヨ
β
捧
婆
凶
屋
簿
9
。
r
国
§
g
§
蕊
ミ
電
話
『
誌
、
ぎ
、
脚
浮
信
ミ
試
黛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
ω
p
o
o
写
。
一
鼻
一
㊤
曵
。
。
一
口
《
Φ
房
け
H
僧
a
’
〉
ぎ
’
ぎ
§
§
謹
ミ
き
電
ミ
、
§
偽

　
～
§
ミ
、
§
臨
、
暴
ω
8
。
写
9
ヨ
レ
㊤
c
。
烈
じ
琶
牙
【
a
員
〉
σ
q
器
侍
9
簿
紘
（
㊦
牙
’
y
穿
－

　
§
§
翫
§
防
ミ
二
二
§
、
Q
貯
跨
，
寄
§
，
G
ε
’
ω
ε
o
写
。
ぎ
甲
一
Φ
c
。
ご
じ
鋤
ヨ
β

　
隊
詠
旦
⇔
o
梓
β
。
一
”
穿
織
寒
§
、
窮
ミ
熱
曹
§
、
§
免
尊
§
§
燃
§
ミ
ミ
§
ひ

　
ω
8
。
葬
。
ぎ
一
一
⑩
。
。
卜
σ
　
じ
四
ヨ
ヌ
囚
駐
島
窓
。
け
鈷
穿
§
§
翫
。
議
織
馬
ミ
會
陵
」

　
零
謡
勢
ぎ
§
題
§
蹴
笥
ミ
曽
ミ
。
塁
9
0
。
尊
。
ぎ
甲
一
㊤
○
。
蒔
一
頃
。
蕃
戸
b
d
魯
σ
q
〔
国
’
匁

　
鈴
ぎ
§
欺
§
賜
ミ
二
三
k
、
9
尋
窮
り
竪
§
ミ
ミ
Q
o
式
ω
δ
o
写
。
ぎ
ワ
一
Φ
c
。
ρ

　
¢
ヨ
Φ
ζ
配
①
斜
面
倉
。
「
ぎ
踏
㊥
象
”
▼
寧
§
竃
§
蕊
ミ
垂
準
蚤
ψ
o
舞
ゲ
。
ぎ
瑠

　
一
り
○
。
○
。
一
Ω
傍
。
蒔
ρ
出
㊦
一
2
（
Φ
e
・
輿
§
§
帖
§
罵
ミ
き
尉
q
慈
」
棄
、
註
ミ
き
N
ミ
・

　
Q
ミ
亀
，
ミ
免
ミ
曹
勲
ぎ
§
，
、
じ
d
ミ
ミ
馬
轟
O
、
o
§
偽
ト
虹
ミ
ミ
黛
9
、
，
ミ
ミ
、
器
§
賊

　
韻
鵠
醇
響
ω
8
0
汗
げ
9
芦
6
⑩
蒔
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二

　
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
が
「
ヘ
リ
エ
ー
発
掘
報
告
」
第
　
巻
の
冒
頭
で
展
開

し
て
い
る
議
論
は
多
く
の
論
点
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ヘ
リ

エ
ー
の
解
釈
は
次
の
よ
う
な
彼
自
身
の
醤
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
。

　
　
　
「
［
ヘ
リ
エ
ー
で
出
土
し
た
多
様
な
出
土
物
の
］
す
べ
て
は
、
後
の

　
　
時
代
の
ビ
ル
カ
と
同
じ
よ
う
に
リ
ッ
ル
エ
ー
ン
島
が
交
易
［
鍵
巴
①
］

　
　
と
手
工
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
お
い
て
周
囲

　
　
の
農
業
を
営
む
地
域
に
対
し
て
特
別
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
示

　
　
　
　
　
①

　
　
し
て
い
る
」

　
　
　
「
そ
れ
に
は
輸
入
さ
れ
た
大
量
の
ガ
ラ
ス
容
器
（
そ
の
う
ち
の
多
く

　
　
は
六
五
〇
年
以
前
に
遡
る
）
、
陶
器
、
青
銅
器
等
を
挙
げ
れ
ば
十
分
で

　
　
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
も
の
全
て
は
ヘ
リ
エ
…
が
早
い
時
期
に
商
業
の
中

　
　
心
、
対
外
交
易
の
中
心
地
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
の
疑
問
の
余
地
の
な

　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
い
証
左
で
あ
る
」

　
以
下
で
は
ま
ず
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
の
提
示
し
た
仮
説
に
沿
っ
て
ヘ
リ

エ
…
を
め
ぐ
る
種
々
の
問
題
に
つ
い
て
論
点
を
押
さ
え
な
が
ら
見
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

　
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
は
ま
ず
、
ヘ
リ
エ
ー
を
拠
点
と
し
た
交
易
は
多
か
れ

少
な
か
れ
王
的
な
権
力
に
よ
っ
て
集
権
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
と

主
張
す
る
。
そ
の
論
拠
と
さ
れ
た
の
は
リ
ン
ベ
ル
ト
の
『
ア
ン
ス
カ
ー
ル

③伝
』
、
こ
の
『
ア
ン
ス
カ
ー
ル
伝
』
自
体
を
も
参
照
し
て
書
か
れ
た
プ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

メ
ン
の
ア
ダ
ム
の
手
に
な
る
『
ハ
ン
ブ
ル
ク
教
会
史
』
に
み
ら
れ
る
ビ
ル
カ

に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。
『
ア
ン
ス
カ
ー
ル
伝
』
は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ

ア
へ
最
初
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
ア
ン
ス
カ
ー
ル
の
事
蹟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

録
を
八
七
五
年
ご
ろ
に
リ
ン
ベ
ル
ト
が
書
き
留
め
た
聖
人
伝
で
、
隅
ハ
ン
ブ

ル
ク
教
会
史
』
は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
を
そ
の
管
轄
下
に
置
い
て
い
た
ブ

レ
ー
メ
ン
大
司
教
座
に
よ
る
北
欧
へ
の
布
教
の
歴
史
、
北
欧
の
地
誌
を
ア
ダ

ム
が
一
〇
七
〇
年
頃
に
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
か
ら
理
解
さ
れ
る

よ
う
に
、
こ
こ
で
も
多
く
の
文
書
史
料
と
同
様
、
キ
リ
ス
ト
教
と
教
会
を
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ぐ
る
政
治
的
状
況
の
影
響
が
一
定
程
度
み
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
史

料
は
と
も
に
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
扱
っ
て
お

り
、
実
際
に
布
教
に
携
わ
っ
た
人
間
の
情
報
を
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
だ
け

あ
っ
て
そ
の
史
料
的
価
値
は
高
い
。
そ
の
う
ち
、
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
の
議

論
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
具
体
的
に
は
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

　
　
　
・
彼
ら
［
伝
道
に
お
も
む
い
た
ア
ン
ス
カ
ー
ル
一
行
］
は
ビ
ル
カ
と

　
　
呼
ば
れ
て
い
る
ス
ヴ
ェ
ー
ア
人
の
王
国
の
港
市
（
弓
。
冨
口
ω
）
へ
や
っ
て

　
　
　
⑦

　
　
き
た
。
そ
こ
で
ビ
ョ
ル
ン
と
い
う
名
の
こ
の
地
の
王
に
快
く
迎
え
ら
れ

　
　
た
。
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そ
れ
ら
の
人
々
［
洗
礼
を
求
め
る
人
々
］
に
は
こ
の
町
（
＜
ざ
ロ
G
。
）

　
の
長
（
唱
§
｛
Φ
。
霧
）
で
あ
り
、
王
の
助
言
者
で
も
あ
る
ヘ
ル
ゲ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
　
・
［
王
は
ア
ン
ス
カ
ー
ル
に
ビ
ル
カ
に
留
ま
り
布
教
す
る
許
し
を
与

　
え
、
入
々
が
同
意
し
た
が
、
王
が
言
う
に
は
］
彼
は
王
国
の
別
の
部
分

　
に
あ
る
［
ビ
ル
カ
に
あ
る
以
外
の
］
も
う
一
つ
の
民
会
で
、
そ
こ
へ
集

　
ま
っ
た
人
々
に
是
非
を
問
わ
な
け
れ
ば
完
全
に
布
教
の
許
し
を
与
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
・
す
べ
て
の
お
お
や
け
の
問
題
は
王
よ
り
も
人
々
の
意
思
に
し
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
っ
て
決
め
る
の
が
彼
ら
の
習
慣
で
あ
っ
た
。

　
　
・
ビ
ル
カ
は
ス
ヴ
ェ
ー
ア
人
が
最
も
尊
ぶ
、
彼
ら
の
神
々
の
祭
祀
の

　
場
で
あ
る
ウ
ッ
プ
サ
ラ
と
呼
ば
れ
る
聖
地
か
ら
そ
れ
程
遠
く
な
い
、
ス

　
ヴ
ェ
ー
ア
の
地
の
た
だ
中
に
あ
る
ヨ
ー
氏
人
の
町
（
o
℃
豆
含
謬
）
で
あ

　
る
。

　
　
・
［
こ
の
地
に
非
常
に
多
い
海
賊
を
防
ぐ
た
め
に
彼
ら
は
港
に
防
御

　
を
施
し
、
そ
の
た
め
］
そ
の
入
り
江
は
ス
ヴ
ェ
ー
ア
の
海
域
［
メ
ー
ラ

　
レ
ン
湖
］
で
は
最
も
安
全
で
、
デ
ー
ン
人
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
、
ス
ラ
ブ

　
人
、
セ
ン
ビ
入
、
ス
キ
タ
イ
人
の
船
が
様
々
な
交
易
に
必
要
な
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
求
め
て
集
ま
っ
て
く
る
。

ビ
ル
カ
は
ヘ
リ
エ
ー
の
北
、
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
ビ

ヨ
ル
ケ
ー
島
上
に
あ
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
の
集
落
跡
で
、
こ
こ
で
の
最
初

の
発
掘
は
記
録
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
も
一
六
八
○
年
代
と
い
う
早
い
時
期

　
　
　
　
　
　
⑫

に
行
わ
れ
て
い
る
。
上
に
挙
げ
た
史
料
や
考
古
資
料
か
ら
は
、
ビ
ル
カ
が
そ

の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
シ
ン
グ
（
民
会
）
に
よ
る
規
制
を
受
け

た
ス
ヴ
ェ
ー
ア
の
王
的
権
力
に
よ
っ
て
間
接
的
に
支
配
さ
れ
て
い
た
、
非
農

業
的
生
業
に
そ
の
機
能
を
特
化
さ
せ
た
都
市
的
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
は
ヘ
リ
エ
ー
か
ら
外
来
品
や
手
工
業
生
産

物
な
ど
の
目
立
っ
た
出
土
が
得
ら
れ
な
く
な
る
八
世
紀
末
頃
か
ら
ビ
ル
カ
の

存
在
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
時
代
的
に
ヘ
リ
エ
ー
と

ビ
ル
カ
は
近
接
し
て
い
る
こ
と
、
地
理
的
に
き
わ
め
て
近
い
こ
と
、
こ
の
二

点
か
ら
ヘ
リ
エ
ー
の
性
格
は
ビ
ル
カ
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
判
断

で
き
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
仮
に
ヘ
リ
エ
…
を
拠
点
と
し
て
い
た
商
業
が
権

力
に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
て
い
た
と
ま
で
は
書
え
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く

と
も
王
と
そ
の
従
者
の
利
益
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
に
疑
問
の
余
地

は
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
中
世
初
期
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
、
存
在

が
確
認
さ
れ
て
い
る
商
業
の
拠
点
と
比
較
し
て
も
ヘ
リ
エ
ー
は
か
な
り
早
い

時
期
に
商
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
特
に
そ
の
傑
出
し
た
出
土

品
か
ら
見
て
遠
隔
地
交
易
を
担
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
、

と
結
論
づ
け
る
。
た
と
え
ば
、
ヘ
リ
エ
ー
の
出
土
品
の
申
に
は
七
〇
個
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
ソ
リ
ド
ゥ
ス
金
貨
が
あ
り
、
内
四
九
個
は
発
掘
中
に
見
つ
か
っ
て
い
る
。
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ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
で
出
土
し
た
ソ
リ
ド
ゥ
ス
貨
の
総
数
が
九
〇
八
個
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

か
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
こ
の
出
土
の
骨
骸
は
小
さ
く
な
い
。

　
さ
ら
に
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
は
メ
ー
ラ
レ
ン
地
方
に
無
数
に
あ
る
ル
ー
ン

碑
文
（
事
績
の
記
録
や
顕
彰
の
た
め
の
も
の
）
に
登
場
す
る
人
名
や
そ
の
様

式
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
、
メ
ー
ラ
レ
ン
地
方
が
鉄
器
時
代
後
期
に
は
水
路

に
よ
る
交
通
の
便
の
良
さ
も
手
伝
い
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
地
域

　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
メ
ー
ラ
レ
ン
地
方
の
北
部
の
ガ
ム
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

（
古
）
ウ
ッ
プ
サ
ラ
O
⇔
旨
貯
ζ
讐
。
。
緩
結
な
ど
に
見
ら
れ
る
大
墳
墓
を
築
い

た
単
一
の
権
力
の
影
響
の
も
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
時
代
が
近
く
、
一
部
は
重
な
る
ビ
ル
カ
と
ヘ
リ
エ
ー
の
間
の
関
係
を
軽

く
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
ヘ
リ
エ
ー
と
ビ
ル
カ
は
そ
れ
ぞ
れ
で

出
土
し
た
も
っ
と
も
新
し
い
貨
幣
の
年
代
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
二
五
年
、
九
六

二
年
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
目
立
っ
た
出
土
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
ビ

ル
カ
が
商
業
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
問
も
ヘ
リ
エ
ー
は
完
全
に
棄
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
入
々
の
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
ヘ
リ
エ
ー
は
純
粋
に
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
人
の
手
に
な
る
商
業
の

拠
点
で
あ
っ
て
、
ビ
ル
カ
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
例
え
ば
ブ

リ
ー
ス
ラ
ン
ト
人
の
北
方
と
の
交
易
の
た
め
の
コ
ロ
ニ
ー
で
あ
っ
た
、
と
い

っ
た
説
明
は
成
り
立
ち
え
な
い
こ
と
が
出
土
遺
物
・
心
構
の
性
格
か
ら
論
じ

ら
れ
、
メ
ー
ラ
レ
ン
地
域
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
抜
け
る
北
の
交
易
ル
ー
ト
と
バ

ル
ト
海
へ
続
く
南
の
ル
ー
ト
の
間
に
位
置
す
る
と
い
う
地
理
的
に
見
て
適
当

な
場
所
に
位
置
す
る
こ
と
が
ヘ
リ
エ
ー
の
築
か
れ
た
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ヘ
リ
エ
ー
の
遠
隔
地
交
易
は
バ
ル
ト
海
東
岸
（
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
）
に
あ
っ
た
同
時
代
の
集
落
グ
ロ
ー
ビ
ン
O
δ
ぼ
昌
な
ど
と
の

連
携
の
な
か
で
行
な
わ
れ
た
と
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
地
域
は
ヘ
リ
エ
ー
の
手

工
業
生
産
の
「
市
場
」
で
も
あ
っ
た
。
ヘ
リ
エ
ー
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
の

交
換
に
使
わ
れ
た
も
の
と
し
て
は
毛
皮
・
鉄
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
商
業
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
、
ヘ
リ
エ
ー
か
ら
バ
ル

ト
海
に
ぬ
け
る
ル
ー
ト
上
に
位
置
す
る
セ
ー
デ
ル
テ
リ
ェ
Q
o
α
号
答
似
｝
審
の

海
峡
が
土
地
隆
起
の
た
め
に
使
え
な
く
な
り
、
同
時
に
ヘ
リ
エ
ー
の
船
着
き

場
自
体
も
狭
く
な
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
ヘ
リ
エ
ー
は
交
易
拠
点
と
し
て

は
九
世
紀
は
じ
め
に
放
棄
さ
れ
た
。
そ
し
て
ヘ
リ
エ
ー
で
目
立
っ
た
出
土
が

な
く
な
る
九
世
紀
始
め
に
成
立
し
た
ビ
ル
カ
が
ヘ
リ
エ
ー
の
交
易
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
引
き
継
ぎ
、
ヘ
リ
エ
ー
は
国
際
商
業
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
失

っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ヘ
リ
エ
ー
の
位
置
付
け
は
非

常
に
総
合
的
な
の
で
あ
る
が
、
特
に
一
九
八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
ヘ
リ

エ
ー
の
出
土
品
・
遺
構
の
詳
細
な
分
析
が
進
む
に
つ
れ
て
全
面
的
に
批
判
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
現
在
の
ヘ
リ
エ
ー
研
究
者
の
議
論
は
百

家
争
鳴
の
状
態
に
あ
る
。
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角
度
か
ら
理
解

し
よ
う
と
し
て
い
る
主
な
学
説
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
を
紹
介
し
た
い
。

　
ω
シ
ュ
ル
ベ
リ
説

　
八
カ
所
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
建
造
物
群
の
う
ち
、
ど
の
部
分
が
ど
の
時

代
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
使
わ
れ
方
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
っ
た
の
か
、

ま
た
そ
れ
ら
の
建
造
物
群
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
っ

た
問
題
を
考
古
資
料
か
ら
分
析
し
て
い
る
シ
ュ
ル
ベ
リ
囚
《
三
ぴ
2
σ
q
ら
に
よ

れ
ば
、
四
世
紀
の
末
か
ら
始
ま
っ
た
手
工
業
的
生
産
は
目
立
っ
た
出
土
が
な

く
な
る
八
世
紀
末
ま
で
継
続
す
る
も
の
の
、
商
晶
生
産
を
目
的
と
し
た
大
規

模
な
も
の
で
は
な
く
、
ヘ
リ
エ
ー
を
非
農
業
的
生
産
に
特
化
し
た
集
落
の
出

現
と
言
う
意
味
に
お
い
て
都
市
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
過
程
に
あ
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ヘ
リ
エ
ー
で
は
多
数
の
建
造
物
跡
が
確
認
さ

れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
う
ち
同
時
期
に
並
行
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
建
造
物
は
意
外

に
少
数
で
、
ヘ
リ
エ
ー
に
は
メ
ー
ラ
レ
ン
地
方
で
平
均
的
な
規
模
の
農
場
が

二
つ
以
上
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
先
に
見
た
よ
う
に
、
ホ
ル

ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
は
地
理
的
時
間
的
に
非
常
に
近
い
こ
と
を
理
由
に
ヘ
リ
エ
ー

と
ビ
ル
カ
の
機
能
上
の
連
続
性
、
性
格
の
類
似
性
を
強
調
し
、
ビ
ル
カ
に
つ

い
て
の
情
報
が
得
ら
れ
る
『
ア
ン
ス
カ
ー
ル
伝
』
を
も
と
に
ヘ
リ
エ
ー
の
性

格
、
特
に
王
権
之
の
関
連
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト

が
留
意
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
無
視
し
た
こ
と
で
、
ビ
ル
カ
と
ヘ
リ
エ
ー

の
出
土
状
況
を
比
べ
た
場
合
に
著
し
い
対
照
が
明
ら
か
に
な
る
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
ビ
ル
カ
に
は
非
常
に
豊
富
で
多
様
な
副
葬
品
を
も
っ
た
多
く
の
墓
が

あ
り
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
に
わ
か
れ
て
い
る
墓
域
で
出
土
す
る
副
葬
品
・
埋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

葬
習
慣
の
傾
向
に
一
定
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
ヘ
リ
エ
ー
の
墓

域
は
全
く
様
相
を
異
に
し
て
お
り
、
そ
の
墓
域
の
あ
り
よ
う
か
ら
は
ビ
ル
カ

で
み
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
的
な
階
層
化
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

　
　
　
　
③

う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
墓
域
、
建
造
物
群
の
規
模
か
ら
推
定
さ
れ
る
、
ヘ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

エ
ー
で
同
樹
屋
に
生
活
し
て
い
た
人
口
は
一
六
人
か
ら
二
四
人
に
過
ぎ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

約
五
〇
〇
～
六
〇
〇
人
、
あ
る
い
は
約
九
丁
目
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
ビ
ル

カ
と
の
差
は
大
き
い
。
こ
の
｝
六
～
二
四
人
掛
い
う
人
口
は
鉄
器
時
代
に
利

用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
約
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
養
い
う
る
適
度
な

数
で
あ
る
。
こ
の
面
積
は
一
一
～
三
の
農
場
と
し
て
ち
ょ
う
ど
よ
い
広
さ
で
あ
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⑦り
、
こ
れ
は
同
一
の
時
期
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
農
場
の
数
に
も
一
致

す
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
同
時
代
の
メ
ー
ラ
レ
ン
地
域
に
お
け
る
他
の
農
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
り
か
た
と
も
適
合
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
墓
域
か
ら
推
定
さ
れ
る
定
住
人

口
の
少
な
さ
は
ヘ
リ
エ
ー
が
季
節
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
商
業
拠
点
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
今

後
、
メ
ー
ラ
レ
ン
地
方
さ
ら
に
は
北
欧
全
域
に
お
け
る
、
交
換
さ
れ
た
物
の

製
造
・
流
通
・
消
費
の
過
程
、
商
業
に
携
わ
っ
た
人
々
の
社
会
的
な
存
在
形

態
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
時
代
の
商
業
の
あ
り
よ
う
を
具
体
的
に
再
構
成
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
ヘ
リ
エ
ー
は
都
市
的
集
落
の
形
成
と
い
う
文
脈
で
捉

え
ら
れ
る
、
ま
た
は
王
権
や
何
ら
か
の
「
中
心
」
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
場
所
で
は
な
く
、
中
世
初
期
に
み
ら
れ
た
通
常
の
農
場

と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
手
工
業
生
産
は
普
通
に
そ
れ
ぞ
れ

の
農
場
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
②
　
ア
レ
ニ
ウ
ス
説

　
ア
レ
ニ
ウ
ス
》
H
昏
Φ
巳
¢
ω
は
シ
ュ
ル
ベ
リ
の
結
論
、
す
な
わ
ち
ヘ
リ
エ
ー

に
は
そ
れ
に
見
合
う
人
口
を
有
し
た
最
大
二
つ
の
農
場
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
へ
り
エ
ー
は
通
常
の
農
場
が
も
つ
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

機
能
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
の
　
つ
は
セ
ー
デ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド

Φ
α
ユ
Φ
§
◎
黒
き
ユ
と
ウ
ッ
プ
ラ
ン
ド
d
℃
覧
御
伽
と
い
う
二
大
州
の
境
界
領

域
と
い
う
、
ヘ
リ
エ
ー
の
も
つ
地
理
的
な
条
件
に
由
来
す
る
防
備
施
設
と
し

て
の
役
割
で
あ
る
。
リ
ッ
ル
エ
ー
ン
島
の
属
す
る
特
旨
ケ
ル
エ
ー
教
区
は
も

と
も
と
セ
ー
デ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
の
ス
ヴ
ァ
ル
ト
ゥ
レ
ー
サ
・
フ
ン
ダ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し。

ｭ
費
臨
α
鈴
訂
滋
舞
Φ
に
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
七
世
紀
中
に
ウ
ッ

プ
ラ
ン
ド
の
フ
エ
ー
レ
ン
ト
ゥ
ー
ナ
・
フ
ン
ダ
リ
閃
野
Φ
茸
§
鋤
げ
§
叫
鈴
Φ

に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
ヘ
リ

エ
ー
は
二
大
州
の
ち
ょ
う
ど
境
界
線
上
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ウ
ッ

プ
ラ
ン
ド
、
セ
ー
デ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
と
い
う
地
域
的
な
単
位
が
初
め
て
史
料

に
現
わ
れ
る
の
は
か
な
り
遅
く
一
四
世
紀
で
あ
る
が
、
そ
の
存
在
は
考
古
学

上
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
様
式
・
分
布
の
あ
り
よ
う
か
ら
も
確
認
さ
れ
、
か
な

り
古
い
も
の
、
す
な
わ
ち
ヘ
リ
エ
ー
の
時
代
に
ま
で
遡
り
う
る
も
の
で
あ
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
セ
ー
デ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
と
ウ
ッ
プ
ラ
ン
ド
に
は
、
特
に
メ
ー
ラ
レ
ン
湖
と

そ
こ
に
通
じ
る
水
路
沿
い
に
、
あ
る
種
の
防
備
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
が
先
史

時
代
の
多
く
の
遺
跡
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
ア
レ
ニ
ウ
ス
は
こ
の
考
え
に
沿

っ
て
、
建
造
物
群
H
に
あ
る
長
さ
二
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
メ
ー
ト
ル
で
柱
穴

な
ど
の
建
築
技
術
に
特
徴
の
あ
る
遺
構
を
大
型
船
の
格
納
庫
跡
と
解
釈
す
る
。

こ
の
よ
う
な
「
船
小
屋
し
は
他
地
域
の
遺
跡
か
ら
も
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
ア
レ
ニ
ウ
ス
が
格
納
庫
跡
と
し
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て
取
り
上
げ
て
い
る
遺
構
は
鉄
器
時
代
初
期
の
型
に
妥
当
し
、
時
代
は
ヘ
リ

エ
ー
と
も
一
致
す
る
。
ま
た
、
遺
構
の
特
徴
か
ら
軍
事
的
に
重
要
で
あ
っ
た

馬
小
屋
の
存
在
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ヘ
リ
エ
ー
の
遺
跡
群
が
こ
の
よ
う
な
大
型
船
の
保
管
の
た
め
の
建
造
物
を

有
す
る
防
備
施
設
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
施

設
が
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
中
に
あ
っ
た
も
の
な
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、

ア
レ
ニ
ウ
ス
は
そ
れ
を
レ
イ
ザ
ン
グ
δ
砦
p
σ
q
（
海
軍
役
）
の
制
度
に
求
め

る
。
レ
イ
ザ
ン
グ
と
い
う
の
は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
三
国
に
共
通
し
て
発

達
し
た
軍
事
制
度
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
地
理
的
に
区

分
さ
れ
た
沿
岸
地
方
の
忍
事
。
。
ぎ
毛
ω
賦
α
q
を
単
位
と
し
て
、
農
民
は
定
め
ら

れ
た
基
準
に
沿
っ
た
船
員
の
供
出
と
議
装
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
レ
イ
ザ

ン
グ
の
存
在
は
上
級
権
力
の
存
在
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
前

提
と
し
て
ヘ
リ
エ
ー
を
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
ヘ
リ
エ
ー
は
王
的
権
力
に
よ
っ

て
組
織
さ
れ
て
い
た
軍
事
上
の
拠
点
で
あ
り
、
軍
船
を
保
管
す
る
た
め
の
場

所
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
レ
イ
ザ
ン
グ
の
直
接

の
史
料
と
な
る
の
は
一
三
世
紀
以
降
に
記
録
さ
れ
た
法
典
の
み
で
あ
り
、
こ

の
制
度
の
存
在
が
八
世
紀
後
半
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
初
期
と
い
う
ヘ
リ

エ
ー
の
時
代
に
ま
で
遡
り
う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
大
き
く
議
論
が
分
か

　
　
　
⑪

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
レ
ニ
ウ
ス
は
レ
イ
ザ
ン
グ
が
ヘ
リ
エ
ー
の
時
代
に

す
で
に
機
能
し
て
い
た
制
度
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
軍
事
的
な
機
能
を
基
本

に
、
州
境
で
の
通
行
税
の
徴
収
や
、
北
欧
全
域
で
普
遍
的
な
交
換
価
値
の
あ

っ
た
乎
工
業
品
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ヘ
リ
エ
ー
で
の
彩
し

い
出
土
物
は
そ
の
よ
う
な
活
動
を
反
映
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
ア
レ
ニ
ウ

ス
の
描
く
ヘ
リ
エ
ー
像
で
あ
る
。

　
ア
レ
ニ
ウ
ス
の
見
解
は
多
く
の
ヘ
リ
エ
i
研
究
の
中
で
も
非
常
に
個
性
的

で
あ
り
、
そ
の
た
め
か
批
判
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
ラ
ン
ド
ス
カ
ッ
プ

ピ
き
島
路
巷
（
州
）
の
境
の
変
化
は
珍
し
く
な
く
、
ヘ
リ
エ
ー
に
特
別
な
位

置
を
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
先
史
時
代
の
砦
・
防
備
施
設
は
ウ
ッ
プ
ラ
ン
ド

と
セ
ー
デ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
の
全
域
に
分
布
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
境
界
領
域

に
集
中
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
、
ま
た
ア
レ
ニ
ウ
ス
自
身
も
言
及
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
例
え
ば
ウ
ッ
プ
ラ
ン
ド
と
い
う
地
域
の
呼
称
は
一

二
九
六
年
よ
り
遡
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ヘ
リ
エ
ー
の
よ
う
な
鉄
器
時
代
後
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
早
い
時
期
の
時
代
像
を
描
く
た
め
に
用
い
る
の
は
不
適
当
な
こ
と
、
ア
レ

ニ
ウ
ス
説
で
は
メ
ー
ラ
レ
ン
地
域
の
南
と
北
で
継
続
的
に
軍
事
的
な
緊
張
が

あ
っ
た
こ
と
が
無
条
件
に
前
提
と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
建
造
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

利
用
の
さ
れ
方
の
特
定
に
無
理
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
レ
ニ

ウ
ス
が
ヘ
リ
エ
ー
の
時
代
に
ま
で
遡
り
う
る
と
考
え
て
い
る
、
フ
ン
ダ
リ
な

ど
の
地
域
的
な
ま
と
ま
り
が
成
立
し
た
の
は
一
｝
世
紀
、
す
な
わ
ち
ヘ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

エ
ー
よ
り
も
か
な
り
後
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
研
究
者
も
あ
り
、
こ
の
説
を

採
る
な
ら
ば
ア
レ
ニ
ウ
ス
の
説
明
は
ま
っ
た
く
成
り
立
た
な
く
な
る
。
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㈲
　
ア
ン
ブ
ロ
シ
ア
ー
二
説

　
こ
の
説
に
お
い
て
は
、
ヘ
リ
エ
ー
は
ガ
ム
ラ
・
ウ
ッ
プ
サ
ラ
に
あ
っ
た
王

権
の
直
接
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
の
主
張

　
　
　
　
　
⑮

が
否
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
か
ム
ラ
・
ウ
ッ
プ
サ
ラ
を
考
え
な
く
と
も
、
ヘ
リ

エ
ー
の
周
辺
に
は
同
時
代
の
王
的
権
力
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
場
所
が
い
く
つ

か
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
ボ
ー
ト
シ
ュ
ル
カ
教
区
じ
d
o
爵
属
訂
の
フ
ン
ド
ハ
ム

ラ
頃
§
穿
⇔
ヨ
毒
が
む
し
ろ
ヘ
リ
エ
ー
と
の
関
係
を
想
定
す
べ
き
場
所
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
地
図
3
）
。
ヘ
リ
エ
ー
か
ら
東
に
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
所
、
現
在
の
ノ
シ
ュ
ボ
リ
累
。
崩
げ
。
お
に
は
二
基
の
大
墳
墓
を
含
む
二
二

　
　
　
　
　
⑯

の
墳
墓
が
あ
る
。
最
大
の
墳
墓
か
ら
は
六
五
〇
年
か
ら
七
〇
〇
年
頃
の
金
銀

で
装
飾
さ
れ
た
剣
の
一
部
が
、
ほ
か
の
墳
墓
か
ら
は
五
〇
〇
年
か
ら
一
〇
〇

〇
年
頃
の
副
葬
品
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
出
土
品
は
、
ヘ
リ
エ
ー

か
ら
最
も
豊
富
な
出
土
が
あ
る
時
期
で
も
あ
る
八
世
紀
の
メ
ー
ラ
レ
ン
地
域

の
も
の
と
し
て
は
傑
出
し
て
お
り
、
こ
の
遺
跡
か
ら
は
社
会
的
な
階
層
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ボ
ー
ト
シ
ュ
ル
カ
の
別
の
墓
域
の
発
掘
か
ら
は

フ
ン
ド
ハ
ム
ラ
の
農
場
が
六
世
紀
末
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
、
八
世

紀
が
最
も
出
土
品
の
豊
か
な
時
代
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
さ
ら
に

文
書
史
料
か
ら
は
こ
の
農
場
が
一
三
世
紀
に
は
最
も
勢
力
の
あ
っ
た
フ
ォ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ク
ン
グ
閃
。
貯
轟
α
q
家
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

メ
ー
ラ
レ
ン
湖
南
岸
の
、
サ
ー
レ
ム
ω
巴
Φ
ヨ
教
区
か
ら
ボ
ー
ト
シ
ュ
ル
カ
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に
い
た
る
地
域
の
す
べ
て
の
農
場
が
フ
ン
ド
ハ
ム
ラ
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
、
サ
ー
レ
ム
の
北
岸
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
ヘ

リ
エ
ー
も
そ
の
｝
つ
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
と
い
う
の
が
こ
の
説
の
ヘ

リ
エ
ー
理
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
シ
ュ
ル
ベ
リ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
ヘ
リ

エ
ー
の
定
住
人
口
の
少
な
さ
、
ビ
ル
カ
な
ど
と
は
違
っ
て
墓
地
の
副
葬
品
か

ら
杜
会
的
な
階
層
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
鋳
型
や
鉱
津
な
ど

の
手
工
業
生
産
を
示
す
遺
物
の
膨
大
な
出
土
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ヘ
リ

エ
ー
は
王
領
地
群
の
中
で
手
工
業
品
生
産
に
そ
の
機
能
を
特
化
さ
せ
た
農
場

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
一
つ
の
完
結
し
た
生
産
と
消
費

の
単
位
で
あ
っ
た
農
場
が
有
す
る
多
く
の
機
能
を
、
そ
の
規
模
の
拡
大
に
応

じ
て
、
主
農
場
の
近
隣
に
置
か
れ
た
農
場
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
分
業
を
は

か
っ
て
い
た
王
領
地
経
済
の
仕
組
み
の
中
に
お
い
て
、
特
に
手
工
業
品
の
生

産
を
担
っ
た
の
が
ヘ
リ
エ
ー
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ア
ン
ブ
ロ
シ
ア
ー
二
は
地
名
を
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
る
。

こ
の
遺
跡
群
は
現
在
は
便
宜
的
に
ヘ
リ
エ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
「
ヘ
リ

エ
ー
（
聖
な
る
島
）
」
と
い
う
地
名
は
ビ
ル
カ
の
あ
る
「
ビ
ョ
ル
ケ
ー
」
島

同
様
、
非
常
に
あ
り
き
た
り
な
も
の
で
、
史
料
上
の
同
定
に
は
困
難
が
と
も

な
う
。
そ
の
た
め
に
不
確
実
さ
は
残
る
が
、
「
ヘ
リ
エ
ー
」
と
い
う
地
名
の

初
出
は
　
二
八
三
年
に
マ
グ
ヌ
ス
一
世
が
ヘ
リ
エ
ー
で
裁
判
を
行
っ
た
と
い

う
記
録
で
、
そ
の
後
、
＝
～
八
七
年
の
抵
当
権
設
定
の
た
め
の
文
書
、
＝
二

〇
七
年
の
相
続
に
伴
う
文
書
が
つ
づ
き
、
　
＝
二
七
〇
年
に
「
リ
ッ
ル
エ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ン
」
が
初
め
て
現
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヘ
リ
エ
ー
に
は
ビ
ル
カ
に
と
っ
て

の
『
ア
ン
ス
カ
ー
ル
伝
』
よ
う
な
同
時
代
史
料
が
な
く
、
本
来
の
呼
称
は
、

直
接
に
は
史
料
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
現
在
も
ヘ
リ
エ
ー
に

あ
る
農
場
名
「
ボ
ー
ナ
b
σ
o
き
」
が
本
来
の
形
を
伝
え
て
い
る
と
見
ら
れ
て

　
⑳
い
る
。
こ
の
び
。
を
含
む
地
名
は
一
般
的
な
も
の
で
、
広
い
地
域
に
み
ら
れ

⑳る
。
ア
ン
ブ
ロ
シ
ア
ー
二
は
こ
の
げ
。
系
の
名
を
持
つ
農
場
の
メ
ー
ラ
レ
ン

地
方
に
お
け
る
分
布
が
一
船
区
ω
訂
℃
甥
『
σ
Q
に
一
カ
所
と
な
っ
て
お
り
、
す

な
わ
ち
行
政
区
と
の
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
、
『
エ
ス
ト
イ
ェ
ー
タ
O
ω
7

αQ

ｿ
欝
法
典
』
に
あ
る
「
特
定
の
農
場
の
管
理
人
（
代
宮
）
に
は
他
の
者
よ

り
も
高
い
人
命
金
が
払
わ
れ
る
こ
と
」
と
い
っ
た
内
容
の
記
述
に
着
目
す
る
。

具
体
的
に
は
「
殺
人
に
関
す
る
章
」
の
第
一
四
項
に
次
の
よ
う
な
規
定
が
見

　
⑫

え
る
。

　
　
　
い
ま
、
ウ
ッ
プ
サ
ラ
の
び
。
の
、
王
の
管
理
人
が
殺
さ
れ
た
と
し
よ

　
　
う
。
彼
（
の
人
命
金
）
は
四
〇
マ
ル
ク
に
値
し
、
そ
れ
は
王
が
受
け
取

　
　
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヤ
ー
ル
で
あ
る
ビ
ル
イ
ェ
ル
に
よ
っ
て
法
と

　
　
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
は
　
ニ
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。

　
　
　
い
ま
、
ロ
ー
デ
ン
菊
○
他
書
の
び
○
の
、
ヤ
ー
ル
の
管
理
人
が
殺
さ

　
　
れ
た
と
し
よ
う
。
彼
は
九
マ
ル
ク
に
値
し
、
そ
れ
は
ヤ
ー
ル
が
受
け
取

　
　
る
べ
き
で
あ
る
。

152 （790）



中世初期スウェーデン社会の一局面（角谷）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
い
ま
、
司
教
の
鴇
駄
ω
び
o
O
『
。
。
δ
『
の
管
理
人
が
殺
さ
れ
た
と
し
よ

　
　
う
。
彼
は
九
マ
ル
ク
に
値
し
、
そ
れ
は
司
教
が
受
け
取
る
べ
き
で
あ
る
。

「
特
定
の
農
場
の
管
理
人
」
と
は
「
ウ
ッ
プ
サ
ラ
げ
。
の
王
の
管
理
人
」

「
ω
欝
く
と
ω
肯
9
び
。
の
司
教
の
管
理
人
」
「
ロ
ー
デ
ン
げ
。
の
ヤ
ー
ル
の
管

理
人
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
王
国
の
上
級
役
人
で
あ
る
農
場
の
管
理
人
が

σ
o
系
の
名
を
持
つ
農
場
、
王
の
所
領
群
の
内
の
拠
点
に
い
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
名
を
持
つ
農
場
は
特
別
な
地
位
に
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
ヘ
リ
エ
ー
は
そ
の
｝
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
彼
の
解
釈

で
あ
る
。
ア
ン
ブ
ロ
シ
ア
ー
二
の
ヘ
リ
エ
ー
理
解
は
、
ノ
シ
ュ
ボ
リ
の
墳
墓
、

フ
ン
ド
ハ
ム
ラ
と
の
関
連
づ
け
と
い
う
点
に
お
い
て
は
説
得
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
ア
レ
ニ
ウ
ス
ら
と
同
様
、
八
世
紀
頃
ま
で
を
全
盛
と
す
る
か
な
り
は

や
い
時
代
に
法
典
を
史
料
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
の
問
題
が
残
る
。

　
ω
カ
ル
マ
ー
説

　
カ
ル
マ
ー
○
鋤
＝
ヨ
2
の
議
論
に
お
い
て
も
、
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
説
の

い
う
、
北
欧
に
お
け
る
国
際
商
業
の
中
心
地
と
し
て
の
ヘ
リ
エ
ー
と
い
う
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

え
方
は
誇
張
に
過
ぎ
る
と
し
て
退
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
彼
は
ヘ
リ
エ
ー
か

ら
の
出
土
品
の
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
手
工
業
品
生
産
の
残
潭
に
ま
ず
注

目
す
る
。
た
と
え
ば
、
金
属
製
品
の
鋳
造
に
使
わ
れ
た
鋳
型
は
非
常
に
精
巧

に
で
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
一
定
程
度
、
規
格
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ヘ
リ
エ
ー
で
は
青
銅
・
金
な
ど
の
金
属
塊
か
ら
製

品
の
完
成
ま
で
の
す
べ
て
の
工
程
が
一
貫
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
技
術

的
水
準
は
か
な
り
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
生
産
活
動
は
一
種
の
専
門
家

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
ヘ

リ
エ
ー
で
作
ら
れ
た
も
の
は
メ
ー
ラ
レ
ン
地
域
で
広
が
り
を
も
っ
て
出
土
し

て
お
り
、
ヘ
リ
エ
ー
に
は
あ
る
程
度
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
活
動
の
性
格
は
一
面
的
で
あ
り
、
例
え
ば
、
鋳
造

以
外
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
技
術
的
高
度
さ
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
遺
物

の
腐
食
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
の
だ
が
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
に
か
な
り
広

範
な
地
域
で
の
様
式
の
標
準
化
が
す
す
ん
で
い
た
櫛
の
製
造
の
痕
跡
が
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、

ヘ
リ
エ
ー
と
同
規
模
か
つ
同
様
の
性
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
遺
跡
が
こ

れ
ま
で
未
発
見
・
未
発
掘
で
は
あ
る
が
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
に
確
認
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
。
こ
れ
が
カ
ル
マ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
ヘ
リ
エ
ー
像
の
骨
子
で

あ
り
、
ヘ
リ
エ
ー
は
周
辺
的
な
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
こ
れ
ら
の
「
職
人
」
的
存
在
の
社
会
的
な
位
置

で
あ
る
。
手
工
業
者
の
集
団
が
ヘ
リ
エ
！
に
定
住
し
、
継
続
的
に
生
産
活
動

を
行
っ
て
い
た
の
か
、
い
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
社
会
的
に
ど
こ
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
人
々
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
各
地
を
巡
回
し
て
手
工
業
生
産
を
行

う
人
々
が
い
た
の
㈱
・
た
と
え
ば
三
定
の
経
学
内
の
定
ま
っ
た
粟
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ル
ー
ト
上
を
遍
歴
す
る
職
人
が
い
た
と
す
る
シ
ュ
ト
イ
ア
ー
ω
8
償
雲
の
よ

　
　
　
　
　
　
⑳

う
な
見
方
も
あ
り
、
こ
の
場
合
は
自
由
な
独
立
し
た
職
人
像
が
背
景
に
あ
る

が
、
　
般
的
に
は
職
人
は
上
級
の
権
力
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

　
⑳
い
る
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ラ
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
図
鋤
ヨ
ρ
鼠
簿
の
よ
う
に
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
政
治
的
な
状
況
か
ら
考
え
る
研
究
者
も
い
る
。
ロ
ー
マ
鉄
器
期
か
ら
民
族

移
動
期
に
か
け
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
一
五
の
相
互
に
独
立
し
た
社
会
が

存
在
し
た
こ
と
が
、
生
活
様
式
、
墓
制
、
建
築
・
陶
器
の
型
な
ど
か
ら
わ
か

っ
て
い
る
。
民
族
移
動
期
に
は
そ
れ
ら
の
社
会
集
団
間
の
緊
張
が
高
ま
り
、

そ
の
は
っ
き
り
し
た
現
れ
と
し
て
大
墳
墓
、
砦
、
奢
二
品
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
の
が
、
へ
ー
ゴ
ム

国
α
α
q
o
ヨ
や
ガ
ム
ラ
・
ウ
ッ
プ
サ
ラ
と
い
っ
た
政
治
的
な
中
心
地
で
あ
る
。

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
経
済
的
、
法
的
、
宗
教
的
な
拠
点
も
つ
く
ら
れ
て
い
き
、

ヘ
リ
エ
ー
は
そ
の
一
つ
と
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
言
う
な
ら
ば
、

こ
れ
は
政
治
的
な
状
況
と
い
う
文
脈
か
ら
切
り
離
し
て
ヘ
リ
エ
ー
を
孤
立
的

な
現
象
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
小
王
権
が

ヘ
リ
エ
ー
の
よ
う
な
手
工
業
的
生
産
を
特
徴
と
す
る
農
場
を
維
持
し
た
理
由

と
し
て
は
、
社
会
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
機
能
、
す
な
わ
ち
贈
与
・
反
対

贈
与
に
用
い
る
た
め
の
も
の
、
威
信
財
と
し
て
の
手
工
業
製
品
の
生
産
が
必

要
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
衣
服
に
つ
け
る
装
飾
品
や
金
の

リ
ン
グ
、
剣
の
装
飾
品
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
の
ヘ
リ
論
旨
で
の
出
土
物
を
想

起
し
て
み
れ
ば
説
得
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
が
商
業
に
よ
る
利
益
を
意

図
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
背
景
と
な
る
社
会
に
上
の
よ
う
な
社

会
関
係
の
結
び
方
を
基
本
と
す
る
祉
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
最
近
、
特
に
強
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
ヘ
リ
エ
ー
の
よ
う
な
遺
跡
の
社
会
的
な

機
能
を
考
え
る
際
に
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
。

①
三
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q
曽
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、
9
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。
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あ
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櫛
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系
の
農
場
名
の
方
を
よ
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新
し
い
と
考
え
る
説
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
中
世
後
期
の
法
典
に
お
け
る
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は
最
古
の
法
典
に
お
け
る
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蒔
に
対
応
し
て
お
り
、
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え
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ス
ウ
エ
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デ
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世
の
法
典
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お
け
る
暮
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駐
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ア
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ス
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ド
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た

　
る
。
よ
っ
て
寒
喧
は
特
別
な
辱
ミ
（
平
和
）
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
場
所
と
解

　
釈
さ
れ
、
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
シ
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ベ
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ヘ
リ
エ
ー
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場
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司
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ら
れ
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れ
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っ
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な
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っ
て
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さ
れ
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あ
り
、
そ

　
こ
で
の
手
工
業
生
産
も
農
民
の
生
業
の
一
部
で
あ
っ
た
の
で
あ
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以
上
で
見
た
よ
う
に
、
ヘ
リ
エ
ー
を
め
ぐ
る
議
論
は
多
様
で
、
お
互
い
に

ま
っ
た
く
相
容
れ
な
い
学
説
が
林
立
し
て
い
る
。
そ
の
議
論
の
焦
点
と
な
っ

て
い
る
点
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
以
下
の
点
に
集
約
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
当
時
の
ヘ
リ
エ
ー
に
は
ど
の
程
度
の
定
住
人
口
が
あ
っ
た
の
か
、
す

な
わ
ち
墓
域
の
性
格
、
住
居
跡
の
機
能
は
い
か
に
理
解
さ
れ
る
か
、
手
工
業

生
産
の
水
準
は
当
時
の
メ
ー
ラ
レ
ン
地
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
全
体
の
中
で
ど

の
程
度
の
規
模
を
し
め
て
い
た
の
か
、
帯
場
で
の
交
換
を
目
的
と
し
た
生
産

（
商
品
生
産
）
が
行
な
わ
れ
、
ヘ
リ
エ
ー
の
機
能
は
非
農
業
生
産
に
特
化
し

て
い
た
の
か
、
ヘ
リ
エ
ー
に
は
ど
の
程
度
の
規
模
の
農
場
・
農
地
が
あ
り
、

定
住
人
口
に
対
す
る
食
糧
供
給
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
て
い
た
の
か
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つ
ま
り
自
給
が
で
き
て
い
た
の
か
ど
う
か
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自
給
で
き
て
い
な
か
っ
た
場
合
、

そ
の
補
給
は
如
何
に
な
さ
れ
て
い
た
の
か
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会
内
部
に
お
け
る
位
置
づ
け
、

つ
ま
り
ウ
ッ
プ
ラ
ン
ド
な
ど
の
王
権
・
上
級
権
力
と
の
関
連
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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史
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す
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二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に

お
い
て
西
欧
的
中
世
都
市
が
形
成
さ
れ
る
に
い
た
る
最
初
の
萌
芽
を
ヘ
リ

エ
ー
に
見
い
だ
し
、
国
際
商
業
の
中
心
地
と
し
て
い
か
に
ヘ
リ
エ
ー
が
繁
栄

を
享
受
し
た
か
を
饒
舌
に
か
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
ヘ
リ
エ
ー

叙
述
は
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
そ
の
原
型
が
作
ら
れ
、
彼
の
説
に
直

接
に
批
判
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
そ
れ
に
変
わ
る
ヘ
リ

エ
ー
解
釈
の
説
明
枠
組
み
が
固
定
し
て
い
な
い
た
め
、
現
在
、
ヘ
リ
エ
ー
研

究
以
外
の
場
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
時
代
の
概
説
的
歴
史
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②

叙
述
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
続
け
て
い
る
。
も
う
一
つ

の
議
論
の
タ
イ
プ
は
ヘ
リ
エ
ー
か
ら
出
土
し
た
遺
構
・
遣
物
の
そ
れ
ぞ
れ
を

分
析
の
対
象
と
し
、
研
究
の
関
心
が
過
度
に
細
分
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
専
門
研
究
の
重
要
性
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
（
た
と
え
ば
鋳
型
、
建
造
物
遺
構
に
関
す
る
個
2
6
研
究
な
ど
）
か
ら
得
ら
れ

た
知
見
を
前
面
に
出
し
て
ヘ
リ
エ
ー
像
を
描
こ
う
と
す
る
と
歪
み
が
生
じ
て

く
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
増
え
る
一
方
で
そ
れ
ら

を
総
合
的
に
見
直
す
と
い
う
作
業
は
容
易
で
な
い
こ
と
も
あ
り
、
行
わ
れ
て

き
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
今
後
の
ヘ
リ
エ
ー
研
究
の
方
向
と
し
て
は
、
逆

説
的
で
は
あ
る
が
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
が
目
指
し
た
よ
う
な
理
解
の
し
か
た

を
再
び
志
向
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
中
世
初
期
メ
ー

ラ
レ
ン
地
域
に
お
い
て
、
経
済
的
・
社
会
的
に
ヘ
リ
エ
ー
が
占
め
て
い
た
位

置
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
法

典
史
料
に
つ
い
て
、
そ
の
史
料
的
価
値
の
有
無
自
体
か
ら
再
検
討
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
近
年
、
中
世
北
欧
史
研
究
に
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
歴
史
人
類
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

的
な
視
点
か
ら
の
研
究
が
鍵
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
す
で
に
豊
富
な
出
土
物
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
ヘ
リ

エ
ー
で
こ
れ
ま
で
に
完
全
な
発
掘
が
行
わ
れ
た
の
は
建
造
物
群
豆
だ
け
で
あ

り
、
建
造
物
群
1
は
半
分
の
み
、
そ
の
他
の
建
造
物
群
は
部
分
的
に
調
査
さ

れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
墓
域
に
い
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
基
以
上
の

あ
る
墓
の
う
ち
一
基
が
試
掘
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
（
地
図
2
）
、
さ
ら
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
④

発
掘
が
待
た
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
研
究
史
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
最
近
、
ヘ
リ
エ
ー
を
見
直
そ
う

と
い
う
議
論
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
研
究
状
況
は
着
実
に
進
歩
し
つ
つ

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
ら
が
「
国
際
商
業
の

中
心
地
と
し
て
の
ヘ
リ
エ
ー
」
と
い
う
仮
説
を
建
て
る
に
急
に
過
ぎ
た
、
そ

の
背
景
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
初
期

の
発
掘
に
携
わ
っ
た
ラ
ム
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
　
　
…
…
そ
こ
か
ら
は
増
渦
や
鋳
型
の
破
片
が
は
っ
き
り
と
湧
き
出
て
い

　
　
た
。
私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
、
本
当
の
金
の
山
を
も
っ
と
調
べ
な
い
で

　
　
ほ
お
っ
て
置
く
な
ん
て
こ
と
は
と
て
も
で
き
な
か
っ
た
。
二
週
間
、
私

　
　
た
ち
は
す
す
を
含
ん
で
黒
く
な
っ
た
腐
植
土
で
見
分
け
が
っ
か
な
い
ほ

　
　
ど
汚
れ
て
そ
こ
に
［
発
掘
の
た
め
に
］
寝
そ
べ
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も

　
　
幸
せ
だ
っ
た
。
…
…
そ
れ
は
熱
病
に
お
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

　
　
あ
り
、
あ
る
い
は
正
気
な
人
が
見
た
ら
私
た
ち
は
狂
っ
て
し
ま
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
る
と
思
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
熱
狂
が
当
時
の
研
究
者
を
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
置

く
な
ら
ば
、
た
し
か
に
国
際
色
豊
か
な
遼
隔
地
交
易
を
想
定
さ
せ
る
様
々
な

出
土
品
は
そ
れ
以
外
の
結
論
を
不
可
能
な
も
の
と
し
て
思
い
込
む
根
拠
と
し

て
は
十
分
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
特
に
彼
ら
も
大
い
に
驚
い
た
で
あ
ろ
う
仏
像
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や
司
教
杖
、
コ
プ
ト
様
式
の
勺
な
ど
が
最
初
の
発
掘
で
み
つ
か
っ
た
、
あ
る

い
は
み
つ
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
そ
の
確
信
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
今
世
紀
の
前
半
か
ら
ア
ル
ブ

マ
ン
ら
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
、
一
九
三
〇
年
代
に
す
で
に
報
告
書
が
公
刊
さ

れ
て
い
た
ビ
ル
カ
の
前
身
に
み
た
る
遺
跡
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
内
に
あ
る

は
ず
で
あ
る
、
あ
る
い
は
見
つ
か
っ
て
欲
し
い
と
い
う
雰
囲
気
が
当
時
の
歴

史
・
考
古
研
究
者
の
問
に
あ
り
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
も
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
識
を
ホ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
が
強
く
持
っ
て

い
た
こ
と
は
、
彼
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
初
期
商
業
集
落
と
比
較
し
た
と

き
の
け
た
違
い
な
ヘ
リ
エ
ー
の
年
代
的
な
早
さ
を
驚
き
を
も
っ
て
語
り
、
ヘ

リ
エ
ー
が
純
粋
に
「
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
人
」
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
」
に

よ
っ
て
担
わ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
初
期
の
研
究
者
の
意
識
に
あ
っ
た
強
い
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
感
情
、
西
欧
か
ら
は
独
立
し
た
、
都
市
の
発
展
過
程

を
現
代
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
う
国
家
の
「
国
境
内
」
で
段
階
的
に
あ
と
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
、
で
き
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
の
存
在
が
、
お
そ

ら
く
当
時
と
同
様
に
現
在
で
も
自
覚
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
指
摘
に
値
す

　
　
　
　
⑥

る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
感
情
は
、
ヘ
リ
エ
ー
研
究
に
限

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
今
後
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
研
究
者
の
問
題
意
識
の

中
に
自
覚
化
さ
れ
な
い
ま
ま
に
潜
み
続
け
、
そ
の
研
究
の
な
か
に
形
を
変
え

て
現
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
、

い
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
も
常
に
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

①
認
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④
発
掘
方
法
が
多
分
野
の
専
門
家
の
協
力
に
基
づ
い
た
緻
密
な
も
の
と
な
っ
た
現

　
在
で
は
、
発
掘
計
画
の
立
案
そ
の
も
の
に
多
大
な
労
力
と
工
夫
が
必
要
と
さ
れ
、

　
そ
の
た
め
一
凌
し
か
行
え
な
い
、
遺
跡
破
壊
で
も
あ
る
発
掘
は
か
つ
て
ほ
ど
容
易

　
に
は
行
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
発
掘
・
分
析
の
機
械
化
・
大
規
模
化
に
よ
っ

　
て
膨
ら
ん
だ
、
数
百
万
ク
ロ
ー
ネ
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数
千
万
円
）
か
か
る
と
い
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る
費
用
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発
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事
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上
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し
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い
る
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